
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から、例年保護者会と共催で行っていた夕涼み会は中止となりま

した。しかし、子ども達には夕涼み会に代わる楽しい経験をして欲しいとの思いから、保育の中でお祭りをする

事にしました。 

くじらぐみ（4.5 歳児混合クラス）が中心となって話し合いをしていく中で、”海の家“や夜店やゲームができ

る所を作りたいという風に計画が出来上がっていきました。 

当日はあひるぐみ（0 歳児クラス）から順番にクラスごとに招待をしてくれました。 
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くじらぐみの子どもたちが作った看板が 

出迎えてくれました。 

見ているだけで“ウキウキ”してきました！ 

ヨーヨーつりのお店では 

小さい子どもが釣りやすいように 

助けてくれる親切な店員さんたちでした。 

釣ったヨーヨーの中から好きな色のものを 

ひとつ選んで持ち帰る事ができました。 

とてもうれしくて、お祭りのあくる日に 

「今日もおまつり行く！」と 

チケットとヨーヨーをおうちから持ってきた 

子どももいたほどでした！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーヨーつりや輪投げ屋さんなどのお店がある 

保育室の隣のホールには、“海”をイメージして 

“くじらん海岸”を作っていました。 

看板が出迎えてくれ、中に入ると・・・ 

5 歳児の子どもたちが模造紙に描いた海の 

生き物の絵が一面に貼られていて 

4 歳児が模造紙一面に青い絵の具を塗り 

つなげたものを天井につけてありました。 

中に入ると本当に海の中にいるような雰囲

気で、乳児クラスのこどもたちもとても 

喜んでいました。 

ウキウキまつりのラストを飾るのは、5 歳児による和太鼓の演奏でした。 

盆踊りの曲としてずっと楽しんできた♪大山太鼓♪に合わせて踊りと和太鼓を披露してくれました。 

その後は保育所の子どもたちみんなで盆踊りを踊りました。 

 

コロナ禍で今年を含め 3 年間夕涼み会ができておらず、保護者の方と一緒に楽しむ行事がなかなか 

実施できていませんでした。 

今回短時間ではありますが、和太鼓の演奏や盆踊りを楽しむ様子を保護者の方に見に来ていただき、

楽しい時間を共有できたことは、保育所としても とてもうれしい時間でした。 


